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毎年、行政やケアプラザ、業界団体などから講演会のご依頼をいただいています。
「ＬＴＲ」や「オーケストライフ」のネットワークを活かし、ひとつのテーマでも
複数の業種が担当することで多角的視点を提供することもできます。
2022年11月～2023年3月の講演内容をご紹介します。
　　

　　
 

2023年1月31日 上矢部地域ケアプラザ「備えて安心！くらしの健康診断～成年後見など身近な制度の活用法～」 

　　
　　　単に問題を解決したら終わりではなく、お客様により添い、問題が
　　起きたらすぐに対応し、暮らしや住まいの安心を永続的に届ける
　「伴走型のサポート」が司法書士の役割と考えています。
　　　そのためには異業種や他士業との連携は欠かせません。
　　　そこで工務店や防犯、遺品整理等15業者と住まい・くらしの悩みを

ワンストップで解決するサポートセンター「オーケストライフ」を
2018年より運営しています。
　また、法律・税務の連携先として弁護士・税理士等11の士業
グループ「ＬＴＲコンサルティングパートナーズ」を2001年
より主宰しております。
　お客様からは「あいおいさんに相談すれば、何でも事足りる
から便利で安心」とご好評いただいています。
　　

住まい・くらしをトリプルサポート

講演活動

2023年2月7日  NPO法人ゆうの風「遺言書を作成しよう！～夫婦で語ろう家族のみらい～」 （加藤税理士と担当）

清水

福井

2023年3月6日  神奈川県宅建協会「いよいよ４月施行！！改正民法～不動産登記法の改正も併せて」 （鈴木弁護士と担当）

異業種交流の場「こらぼ会」 やってみたいをやってみる”チャレンジ編”スタート！
　

　

　2016年11月から企業、メディア、NPO、福祉、士業など多様なバックグラウンドの人たちが集い、
交流・情報交換を行う会を隔月おきに開催しています。コロナ禍でもオンラインを駆使し細々と続け、
去る3月6日の開催で37回目となりました。代表を作らず上下関係もない、そんなフラットな会なので
毎回20人を超えるメンバーが集まりアットホームな感じです。
　この4月からはメンバーの知恵や力を借り、企画の立案～実行を目指す「チャレンジ編」がスタート。
経営や運営面での課題解決、新サービスの立ち上げ、地域との共生のための地域活動などひとつの会社
や団体でアイディアを考え、形にするのは大変です。これまで培ってきた信頼関係で、ざっくばらんな
意見交換ができたり、自分たちの業界にこだわらず広い視野で物事を考えられる「こらぼ会」の良さを
活かした取り組みとなります。　早速、有料老人ホーム経営者から「入居者様のご逝去後、愛用してい
た遺品を想いと共に地域に送りだす仕組みが作りたい」と申し出がありました。メンバーの豊富な知識
や経験、情報・人脈などをフル活用しアイデアを実現するための後押しをしていきたいです。
　　

　　　
　

　

　2001年の開業以来、専門的知識や経験・ノウハウを豊かな地域社会の実現のために役立てたいという
思いから地域活動に取り組んできました。　また、一事務所だけではお客様へ質の高いサービスが提供
できないことから、業種を超えたネットワークづくりに力をいれています。活動の一部をご紹介します。

　はい。令和6年、来年の4月1日から不動産（土地・建物）の相続登記が義務化されます。
　相続によって不動産を取得した人は３年以内に相続登記を申請しなければいけないのです。
　ただし、亡くなった方の不動産が後ほど発見された場合、発見した時点から3年以内となります。


